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論文内容要旨
 従来,地形学における地形変化の把握は・地形面を、認定し,これを時系列に配置することによっ
 て地形発達史を編むことに主眼がおかれて来た。地形鴬力論と並んで,この地形発達史論が斯学に
 おいて果した役割と意義は改めて言うまでもないが,筆者はこれに対して,なお若干不備な点を認
 めたので,それを補う意味で侵蝕地形の発達過程に現われる地形的特徴を明らかにしょうとした。
 すなわら,地形面ないし地形要素の面的拡がりと,その拡がりゆえに効果を現わす位置的条件の,
 地形変化過程(とくに侵蝕・削剥様式)への影響とを十分に考慮に入れるべきであると考えるから
 である。
 現実の侵蝕地形景観が,場所ごとに微妙な差異を見せることが'1重該自然地域の地形的特徴を端的
 に示す場合が多く,それ故に侵蝕地形研究のもつすぐれて自然地理学的な一[1再が確1認きれる。
 さて,侵蝕地形研究について従来から指摘されていた重大な欠陥の1つに,堆積物の欠如に基づ
 く物的証拠の稀薄性がある。筆者はこれを埋めるために,空中'写真判読を手がかを)として,}忙し
 て地形要素の分布論的考察を重視した。すなわち,侵蝕地形を特徴づける谷形の相違およびその分
 布が,地形変化過程において如何なる意味をもつかを検討した。
 考察に当って,谷形分布をlllll約する因子として潜在起伏potcntiahchcf,位置的条件1・ca-
 tionalcondiむionの概念を導入し,さらに特異な谷地形として高位谷highdevelva]leγ,丘陵
 斜面の傾斜変換breakslnhlHsIopesの存在を明らかにした。
 ここに言う開析形態とは,山地・丘陵地・台地において,侵蝕・削剥営力の体現者としての開析
 谷の識別・分類と,その形態的特徴および営力的性質から読みとられる開析様式を示し,地形分化
 とは,開析様式の位置的相違に基づき単一地形面が多様化することによって原地形地域が現在の複
 雑な様相を呈する地形地域に変化した過程を、言う。地形分化の結果,任意の地形地域は,高位谷・
 緩斜面等からなる波浪状緩斜面地域undulatingareaと,V字谷・侵蝕崖等からなる急斜面地域
 ruggedareaとに分けられ,前者がその地形地域の中央部cOreareaに,後者が縁辺部marglnal
 areaに分布するようになることが確かめられた。
 研究対象としては,東北地方の山地。丘陵地および台地からいくつかを選び,第ユ章において序
 論として侵蝕地形の研究一ヒの問題点を整理した後,第2～7章にわたってそれぞれ次のような考察
 を行なった。
 第2章では,山地が,特殊な場合を除き,生成当初から引き続き必然的に侵蝕地形として成長し
 たものであることを明らかにし,平坦面を残し,侵蝕過程を静的に反映すると思われる北上・阿武
 隈・会津の各山地について主として侵蝕平坦面と局地的侵蝕基準面との間に生ずる起伏のさまざま
 な性質を調べた。
 北上山地では谷底高度700m以上の高位基準面上に凹形谷(Muldelltal;後述の高位谷)が分布
 し,500～400mの中位基準面にはSohlerkerbLa1が,300m以下の1氏位基準面にはV字谷
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 (KerbLal)が伴われること,それらの分布によって同山地の起伏分布の地域差が生ずることが知
 られた。阿武隈山地の南西縁においては,起伏量と谷形,および分水界からの距離と谷形との間の
 相関関係が明らかにされた。会津山地においても,量的相違を伴いつつも上記2山地と共通な起伏
 分布の状態が理解された。
 次碩1■1地における起伏分布を考える場合,地形面・谷底面聞の比高で把えられる起伏量と,現実
 の起伏とは必ずしも一致しない。当該地域に侵蝕過程がある程度作用して初めて現実の起伏になる
 ものと期待される起伏量を筆者は潜在起伏と呼ぶ。これと,H.Louisがアルプスにおいて提唱し
 た「被覆面Hii]lf議chcと基底面Sockelfiachelこ基づく起伏分布」の概念との間には2・3の共通
 性が、認められる。
 ところで,山地における地形分化の特徴は,水系発達において分水界領域と谷領域との分化とい
 う形で認められることがわかり,それが山地のcorearea,mar81nalareaで各々特徴的な侵蝕形
 態を生み出すことが示された。
 第3章では丘陵地形をと1)上げた。丘陵地形の研究が,従来,山地・台地・低地の研究に比べて
 著しく立ち遅れていたことは,侵蝕地形の方法論の未確立によるものと考えられるので,谷形分布
 の観点から丘陵地形を把握する方法を開発し,若干の丘陵地域について検討した。本邦の丘陵地形
 は成因的に,①Ih地・準平原地域力{解体した場合,②第三紀層地域が侵蝕。開析された場合,③段
 丘面が著しく開析された場合にそれぞれ生成されるが,東北地方にはそれらの例が豊富に存在する。
 本論文では①の例として千厩匠陵,阿武隈山地西縁丘陵,②の例に笹森。陸前。箆岳・角田・郡山
 盆地西部,③として水沢地区・常磐海岸をとり上げた。それぞれに共通する事象として次の4点が
 明らカ・となった0
 1)丘陵地は種々の地形面からなることにおいて台地。低地よりはもち論,山地よりも一層複雑な
 様相を1差し、ほとんどすべて侵蝕地形である。2)細かく分岐した水系において,開析谷谷頭部,分
 水界近傍に高位谷が存在する。乙れは,丘陵地内にあって極めて新しい時期に形成された段丘面上
 や、第三系を切る人工平坦面上にも生じていることから,任意の地点における開析谷の猶然的な形
 態の1つであると考えられる。3)高位谷は,その横断面の形状並びに基盤との関係,構成物質の特
 徴などから,平坦面ないし小起伏地形面上における面的削剥surfacedenudahonの結果生じたも
 のである。4)山地におけると同様,丘陵地においても。・rearcaとmarginalareaとの分化が認め
 られ,それぞれunduiatlngareaとruggedareaの特徴を示している。
 第4章においては,前2章と同じ手法で台地面・段丘面の開析形態を,宮城県愛子盆地,郡山盆
 地,常磐海岸について調べた。段丘面開析の際,段丘面上の相対的位置に応じて発生する開析谷形
 が異なり,それによって段丘面の修飾・変形様式が異なる。すなわち,Kerbt田の発達は,段丘面
 を切開し分割するが,河間に原面の平坦性を維持しつつ原面の面積を徐々に縮小せしめる。
 Sohle11_kerl)ta](または側刻の著しい流路)の発達は,原面の面積を急速に減少せしめるが,rlll
 の連続性・平坦性を損うことはない。なお海蝕崖の後退もこれと同じ効果をもつ。一方Muldenta1
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 の発達によって段丘面は平坦さを失いゆるやかに波打つ地形面へと変貌するが,地形面としての拡
 がりは維持される。これらのことがらは,前2者が山地・丘陵地でのruggedarca,後者がundu-
 iatingareaへの分化に対応する。
 第5章では,侵蝕地形における特異な形態としての高位谷について述べる。高位谷の定義,他の
 類似地形との比較検討の後,侵蝕地域内での位置的条件1・(二atiO照]COI]dRiOnが,特に分水界近傍
 において他の地形条件に優先して当該地点でのMuldcntalの生成という谷形の決定に関与すること,
 そして,ある限度以.しの集水量を得た場合,高位谷は自らKerbむa1に変換すること,を論述する。
 いわゆる``bei七〇fnoerosioバ(LC、King,]962)の領域が,まさに高位谷の発生・分布す
 るところであると考えられる。筆者の観察では,丘陵地における高位谷の長さは50～100mの規模
 であり,この値は,合衆国大西洋岸での「challnc1の発生点が分水界から150～200ヂtにある」と
 いうKingの報告に近似する。
 要するに高位谷は低.地を除く任意の侵蝕地域においてその中央部(分水界近傍)に生じてこれを
 1mdulatingfeatureに変化せしめ,下流で1(erbtalとなって縁辺鄙にruggcdfcatureをもたらす
 という地形的効果をもっている。その分布が谷頭付近に限られることから,従来単に前輪廻地形の
 遺物とされて来たに過ぎなかったが,実は,分水界と谷との分化(水系の確立)後現在まで引き続
 き存在したものであって,しかもその位置性り)えに下流部からの■卜刻・侵蝕復活等の影響からもよ
 く保護されてきたものであり,形成期の新旧ないし,特定の形成時期の有無はここでは問題としな
 い。
 第6章では,谷形分布に対応した侵蝕・llll剥様式の分布を論じ,前述のundulatingareaが面的
 削剥城,ruggedareaが線的侵蝕(側刻・下刻)域であることを述べる。丘陵地域に特徴的な事実
 である丘頂高度の斉一性も,原面の面積的消失こそ著しいが平垣性(二定高性)は維持されるとい
 う前述の開析様式の性質から容易に首肯される。
 第7章では,開析の結果,地形面がundulatingareaとruggcdarcaとに分化するこ.とを総括的
 に記述した。両者は,単一地形地域内での分化の結果として,斜面傾斜変換線,河床の遷急点,谷
 形変換点などを伴う相互に不協和の関係にありながら,1組のセ。トとして相隣接して1')の侵蝕
 地域を構成する。かくて,ここに侵蝕地形の二重性twofoldfeatureoferosionallandscapeが
 生ずるに至る。現在の山地・丘陵地・台地の開析形態はすべてこのように理解することができる。
 第8章は前述の諸知見をまとめて結論としたものであるが,筆者は,侵蝕地形地域において・位
 置的制約による谷形の示美的発達が地形の分化を導き,そこに,異質の侵蝕地形景観の並存ないし
 二重性分布を生ずることが山地・丘陵地・台地の開析過程での普遍的な形態であることを特に指摘
 するものである。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は地形発達過程における侵蝕地形に重点をおき、山地・丘陵・台地の開析を一社として谷形
 σ)相違およびその分布によって検討した。
 その際,新たに潜在起伏,位置的条件,高位谷,丘陵斜面の傾斜変換という概念を導入して理1論的
 な分析を行った。この際,単一地形面が開析様式の相違によって,中央部を占める緩斜面地域と縁
 辺部を占めろ急斜面地域に分れることを確め,これを地形分化となずけた。対象とした地域は由地
 として1、よ北ヒ・阿武隈・会言イtの諸山地であり,「丘陵としては千鷹・阿武隈西縁・・笹森・陸前・箆岳・
 角川・郡山盆地西部,水沢・常磐海岸であるが、それぞれの特異点を明らかにするとともに共通す
 る,開析過程をし己出しブこ。すなわち,侵蝕地形地域において位置的条件によって谷形が示差的に発
 達して地形を分化せしめ,異種の侵蝕地形が並存することが,山地・r丘陵地・台地の開析過程にお
 いて1〕停遍的であることを明らかにした。
 以Lは地形発達過程の研究において新しい見解を加えたものであり,よって中村嘉男提出の論文
 は理学博士の学位,論文として合格と、認める。
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